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(57)【要約】
【課題】車両の運転状況に関する情報を提供する装置に
おいて、誤認識に起因する信頼度低下を抑制する。
【解決手段】複数のキャラクタをインタフェースとして
用いて、車両の運転状況に関する情報をユーザに提供す
る情報提供装置であって、前記車両に搭載された一つ以
上のセンシング手段が取得した情報に基づいて、前記ユ
ーザに提供する情報を決定する収集手段と、前記決定し
た情報に基づいて、前記キャラクタのそれぞれが行う発
話の内容を生成する発話生成手段と、前記キャラクタの
それぞれに互いに発話させることで、前記ユーザに対す
る情報の提供を行う出力手段と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のキャラクタをインタフェースとして用いて、車両の運転状況に関する情報をユー
ザに提供する情報提供装置であって、
　前記車両に搭載された一つ以上のセンシング手段が取得した情報に基づいて、前記ユー
ザに提供する情報を決定する収集手段と、
　前記決定した情報に基づいて、前記キャラクタのそれぞれが行う発話の内容を生成する
発話生成手段と、
　前記キャラクタのそれぞれに互いに発話させることで、前記ユーザに対する情報の提供
を行う出力手段と、
　を有する、情報提供装置。
【請求項２】
　前記発話生成手段は、前記ユーザに提供する情報に関連付いた対象物、前記対象物の状
態、相槌、のうちの二つ以上を用いて、前記キャラクタごとの発話を生成する、
　請求項１に記載の情報提供装置。
【請求項３】
　前記発話生成手段は、同一の情報を複数のキャラクタが出力する場合において、前記キ
ャラクタごとに発話の内容を異ならせる、
　請求項１または２に記載の情報提供装置。
【請求項４】
　前記情報を前記ユーザに肯定的に伝達するか否かを、それぞれ異なる基準を用いて、前
記キャラクタごとに決定する決定手段をさらに有し、
　前記発話生成手段は、前記決定手段が行った決定の内容にさらに基づいて、前記キャラ
クタごとの発話を生成する、
　請求項１から３のいずれかに記載の情報提供装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記情報を前記ユーザに肯定的に伝達する確率を、前記キャラクタご
とに異ならせる、
　請求項４に記載の情報提供装置。
【請求項６】
　前記収集手段は、前記情報が正しい確率である第一の値を取得し、
　前記決定手段は、前記第一の値と、前記キャラクタごとに設定された第二の値とに基づ
いて、前記キャラクタが前記情報を前記ユーザに肯定的に伝達するか否かを決定する、
　請求項５に記載の情報提供装置。
【請求項７】
　複数のキャラクタをインタフェースとして用いて、車両の運転状況に関する情報をユー
ザに提供する情報提供装置が行う情報提供方法であって、
　前記車両に搭載された一つ以上のセンシング手段が取得した情報に基づいて、前記ユー
ザに提供する情報を決定する収集ステップと、
　前記決定した情報に基づいて、前記キャラクタのそれぞれが行う発話の内容を生成する
発話生成ステップと、
　前記キャラクタのそれぞれに互いに発話させることで、前記ユーザに対する情報の提供
を行う出力ステップと、
　を含む、情報提供方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報提供装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　自動車の分野において、運転状況に関する情報をセンシングし、運転者に警告や助言を
行うシステムがある。例えば、特許文献１には、ドライバーに対する情報の提示を効果的
に行うことができる車両用情報提示装置が開示されている。
【０００３】
　一方、近年、パーソナルアシスタントを用いて情報の提供を行う装置やシステムが提案
されている。自動車の分野においても、ディスプレイやスピーカのみを用いて行っていた
情報の提供を、パーソナルアシスタント（例えばコミュニケーションロボットなど）で代
用する動きがある。例えば、車載可能なサイズのロボットを自動車内に設置し、安全運転
に関する情報を音声で提供するシステムなどが検討されている。このように、パーソナル
アシスタントを用いて安全に関する情報を提供することで、ユーザは助言やアドバイスを
受け入れやすくなり、安全運転に資することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－０７０５７５号公報
【特許文献２】特開２０１６－０６６１９９号公報
【特許文献３】特開２００５－２９３１９３号公報
【特許文献４】特開２００５－２５８８２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一方で、運転状況をセンシングした結果に基づいてドライバーに助言を行うシステムに
おいては、偽陽性（事象が発生していないのに検出してしまう事象）や偽陰性（事象が発
生したのに検出できない事象）が問題となる。しかし、適合率と再現率にはトレードオフ
の関係があり、適切な値を探るのは容易ではない。また、システムがどちらかに偏った場
合、ドライバーのシステムに対する信頼度が低下してしまう原因となる。
【０００６】
　本発明は上記の課題を考慮してなされたものであり、車両の運転状況に関する情報を提
供する装置において、誤認識に起因する信頼度低下を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る情報提供装置は、複数のキャラクタをインタフェースとして用いて、車両
の運転状況に関する情報をユーザに提供する装置である。
　具体的には、前記車両に搭載された一つ以上のセンシング手段が取得した情報に基づい
て、前記ユーザに提供する情報を決定する収集手段と、前記決定した情報に基づいて、前
記キャラクタのそれぞれが行う発話の内容を生成する発話生成手段と、前記キャラクタの
それぞれに互いに発話させることで、前記ユーザに対する情報の提供を行う出力手段と、
を有することを特徴とする。
【０００８】
　複数のキャラクタとは、ロボットなどの物理的なインタフェース装置であってもよいし
、画面に表示された仮想的なキャラクタであってもよい。本発明に係る情報提供装置は、
複数のキャラクタがそれぞれ別個に発話することでユーザに対する情報の提供を行う。
【０００９】
　収集手段は、車両に搭載されたセンシング手段から取得した情報に基づいて、ユーザに
提供すべき情報を決定する手段である。センシング手段は、車両の運行に関する情報を収
集するものであれば、どのようなものであってもよい。例えば、速度センサ、加速度セン
サ、超音波センサ、測距センサ、ＧＰＳユニットなどであってもよい。また、センシング
手段は、必ずしも物理量を取得するセンサでなくてもよい。例えば、カメラやマイクなど
であってもよいし、交通に関するデータを外部から取得する手段であってもよい。
　ユーザに提供すべき情報とは、例えば、「前方の信号が赤である」「狭隘路を走行して
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いる」「歩行者が多い」「自転車が接近している」など、運転の状況や車外の環境等に関
するものであれば、どのようなものであってもよい。このような情報は、センシング手段
が取得した情報（例えばセンサ情報）から直接生成してもよいし、識別器などを介して生
成してもよい。
【００１０】
　発話生成手段は、提供すべき情報に基づいて、各キャラクタが行う発話の内容を生成す
る手段である。例えば、「前方の信号が赤である」という情報を、複数のキャラクタによ
る発話形式で表現する。例えば、キャラクタごとに「赤信号だよ」「そうだね」「赤だね
」といった発話を生成する。
　なお、キャラクタが行う発話は、必ずしも単体で意味をなすものでなくてもよい。例え
ば、「赤だ」「そうみたいだね」といったように、組み合わせによって意味をなすもので
あってもよい。また、キャラクタが行う発話は、必ずしも情報を肯定するものでなくても
よい。例えば、「赤信号だね」「そうかな？」といったように、肯定的でない意見が含ま
れていてもよい。
【００１１】
　かかる構成によると、「複数のキャラクタのそれぞれの意見」として、ユーザに情報を
伝達することができる。これにより、例えば、単一の基準によらずに情報の伝達を行うこ
とができるようになる。また、偽陽性や偽陰性が発生した場合であっても、各キャラクタ
の個性（例えば、「アドバイスは多いが間違いも多い」、「普段静かだがアドバイスの精
度は高い」等）としてユーザに認識されるため、システム全体に対する信頼度の低下を抑
えることができる。
【００１２】
　また、前記発話生成手段は、前記ユーザに提供する情報に関連付いた対象物、前記対象
物の状態、相槌、のうちの二つ以上を用いて、前記キャラクタごとの発話を生成すること
を特徴としてもよい。
【００１３】
　対象物（例えば、信号、歩行者、自転車、車線など）と、対象物の状態（例えば、信号
灯火の内容、対象物の有無、値の大小など）、それに対する相槌（例えば、肯定や否定、
問い掛けなど）によって発話を構成することで、複数のキャラクタにバラエティ豊かな発
話をさせることができるようになる。
【００１４】
　また、前記発話生成手段は、同一の情報を複数のキャラクタが出力する場合において、
前記キャラクタごとに発話の内容を異ならせることを特徴としてもよい。
【００１５】
　異なるキャラクタが同一の情報を出力する場合、異なる内容の発話をさせることで、表
現を豊かにすることができる。
【００１６】
　また、本発明に係る情報提供装置は、前記情報を前記ユーザに肯定的に伝達するか否か
を、それぞれ異なる基準を用いて、前記キャラクタごとに決定する決定手段をさらに有し
、前記発話生成手段は、前記決定手段が行った決定の内容にさらに基づいて、前記キャラ
クタごとの発話を生成することを特徴としてもよい。
　また、前記決定手段は、前記情報を前記ユーザに肯定的に伝達する確率を、前記キャラ
クタごとに異ならせることを特徴としてもよい。
【００１７】
　情報をユーザに肯定的に伝達するか否かについて、キャラクタごとに異なる基準を設け
ることで、例えば、「積極的に情報提供をするが、間違いも多いキャラクタ」「情報提供
に慎重なキャラクタ」といったように、キャラクタごとに個性を持たせることができる。
【００１８】
　また、前記収集手段は、前記情報が正しい確率である第一の値を取得し、前記決定手段
は、前記第一の値と、前記キャラクタごとに設定された第二の値とに基づいて、前記キャ
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ラクタが前記情報を前記ユーザに肯定的に伝達するか否かを決定することを特徴としても
よい。
【００１９】
　第一の値、すなわち、生成した情報が正しい確率は、例えばセンサの精度や、識別器が
出力した尤度などに基づいて決定することができる。第一の値は、情報の種類に応じて予
め保持されていてもよいし、動的に生成してもよい。
　また、第二の値は、キャラクタの特性を定義する値である。第二の値は、例えば、キャ
ラクタが肯定的に情報を伝達する度合いを定義した値であってもよい。
　例えば、第一の値が大きく、かつ、第二の値が大きいほど、情報を肯定的に伝達するよ
うにしてもよい。このような構成の場合、例えば、第二の値を大きくすると、積極的に情
報提供を行うが誤報も多いキャラクタを作ることができる。また、第二の値を小さくする
と、誤報は少ないが情報提供の頻度も少ない（事象の取りこぼしが多い）キャラクタを作
ることができる。
【００２０】
　なお、本発明は、上記手段の少なくとも一部を含む情報提供装置として特定することが
できる。また、前記情報提供装置が行う情報提供方法として特定することもできる。上記
処理や手段は、技術的な矛盾が生じない限りにおいて、自由に組み合わせて実施すること
ができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、車両の運転状況に関する情報を提供する装置において、誤認識に起因
する信頼度低下を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】第一の実施形態に係る情報提供装置のシステム構成図である。
【図２】情報出力部が有する画面の例である。
【図３】教示情報生成部が生成する教示情報の例である。
【図４】意見パラメータを生成する方法を説明する図である。
【図５】会話パターンテーブルの例である。
【図６】キャラクタごとに生成される発話の例である。
【図７】第一の実施形態に係る情報提供装置が行う処理のフローチャート図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
（第一の実施形態）
　第一の実施形態に係る情報提供装置は、車両に備えられた複数のセンサから収集したデ
ータ（以下、センサ情報）に基づいて、運転操作上の助言となる情報を生成し、ユーザに
提供するシステムである。
【００２４】
　生成する情報は、車両に備えられたセンサ等などによって取得した情報に基づくもので
あれば、どのようなものであってもよい。例えば、道路標識や信号の教示（注意喚起）、
周辺における歩行者や自転車の有無、障害物の有無などであるが、センサ情報に基づいて
推定できる事象に基づいたものであれば、これらに限られない。また、ユーザに提供され
る情報は、注意喚起のための情報に限られず、運転に対するアドバイスなどであってもよ
い。例えば、標識を読み取り、通知するものであってもよいし、車外の状況に応じてヘッ
ドライトやワイパー、デフロスタなどの使用を薦めるものであってもよい。
【００２５】
 <システム構成>
　図１は、第一の実施形態に係る情報提供装置のシステム構成図である。第一の実施形態
に係る情報提供装置１００は、収集した情報に基づいて、ユーザに提供する音声データお
よび画像を生成し、仮想的なキャラクタを介して出力する装置である。本実施形態では、
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図２に示したような、画面上に表示される複数のキャラクタが音声による発話を行うこと
で情報の提供を行う。
【００２６】
　情報提供装置１００は、典型的にはモバイルコンピュータ、携帯電話、スマートフォン
、車載端末などの小型のコンピュータである。情報提供装置１００は、ＣＰＵ、主記憶装
置、補助記憶装置を有する情報処理装置として構成することができる。補助記憶装置に記
憶されたプログラムが主記憶装置にロードされ、ＣＰＵによって実行されることで、図１
に図示した各手段が機能する。なお、図示した機能の全部または一部は、専用に設計され
た回路を用いて実行されてもよい。
　情報提供装置１００は、センサ部１０１、教示情報生成部１０２、意見生成部１０３、
発話生成部１０４、情報出力部１０５から構成される。
【００２７】
　センサ部１０１は、車両に搭載された複数のセンサである。センサ部１０１は、例えば
、速度センサ、加速度センサ、ヨーレートセンサ、操舵角センサ、レーダー、ＧＰＳモジ
ュール等を含んでいてもよい。なお、これらのセンサが出力する情報（以下、センサ情報
）は、車両の運行に関するもの（例えば、車両の状態や、車両周辺の環境に関するものな
ど）であれば、どのようなものであってもよい。例えば、速度、加速度、ステアリング角
度、自車両の現在位置、障害物の位置に関する情報などであってもよい。また、運転者の
生体情報に関する情報であってもよい。また、センサ情報は、必ずしも物理量を表すもの
でなくてもよい。例えば、カメラによって撮像された画像等であってもよい。
【００２８】
　教示情報生成部１０２は、取得したセンサ情報に基づいて、車両の乗員に提供する情報
（以下、教示情報）を生成する手段である。本実施形態では、教示情報生成部１０２は、
センサ情報と教示情報との関係を記述したデータ（例えばテーブル）を用いて教示情報を
生成する。
　なお、センサ情報が画像や音声データなどである場合、これらのデータを特徴量に変換
したうえで処理を行うようにしてもよい。
【００２９】
　図３は、本実施形態における教示情報の例である。本実施形態における教示情報は、「
対象物」と「対象物の状態」という二種類の情報からなる。
　教示情報生成部１０２は、例えば、取得したセンサ情報に基づいて、「前方の信号機が
赤色灯火である」という教示情報を生成する。
【００３０】
　意見生成部１０３は、教示情報生成部１０２が生成した教示情報に基づいて、キャラク
タが表明する意見の内容を決定する手段である。本実施形態では、意見生成部１０３が、
「各キャラクタが教示情報を肯定的に伝えるか否か」を決定する。詳細な方法については
後述する。
【００３１】
　発話生成部１０４は、意見生成部１０３が決定した内容に基づいて、各キャラクタが行
う発話の内容を生成する手段である。詳細な方法については後述する。
【００３２】
　情報出力部１０５は、ユーザ（車両の乗員）に対して情報を提供する手段である。本実
施形態では、液晶ディスプレイ等の表示装置を用いて画像を表示し、スピーカを用いて音
声出力を行う。
　情報出力部１０５は、発話生成部１４０から取得した発話の内容に基づいて音声合成を
行い、キャラクタの発話として再生する機能を有している。また、情報出力部１０５は、
各キャラクタに対応する画像を生成する機能を有している。また、発話の内容やその他の
条件に基づいて、各キャラクタをアニメーションさせる機能を有している。
【００３３】
 <性格パラメータについて>
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　次に、意見生成部１０３が行う処理について詳しく説明する。
　教示情報生成部１０２が生成した（すなわち、装置によってユーザに提供される）教示
情報が正しい確率は、センサ部１０１が有しているセンサ等の性能に依存する。すなわち
、センサ等の精度が低い場合、提供される情報の精度も低くなり、装置全体に対する不信
感をユーザに与えるおそれがある。
【００３４】
　そこで、本実施形態に係る情報提供装置は、複数のキャラクタに対して、それぞれ異な
る基準を用いて「教示情報を肯定的に伝えるか否か」を決定し、それぞれのキャラクタに
個別に発話させることで情報の提供を行うという構成を取る。
【００３５】
　図４を参照して、より詳細に説明する。
　図４（Ａ）は、教示情報ごとの識別率（対象を正しく識別できる確率。以下、情報識別
率）を表したテーブルである。図４（Ａ）の例では、例えば、一時停止標識を７０％の確
率で正しく検出でき、赤信号を８０％の確率で正しく検出できることを示している。
　また、図４（Ｂ）は、教示情報を肯定的に伝えるか否かについての特性（以下、性格パ
ラメータ）を、キャラクタごとに数値によって表したテーブルである。性格パラメータが
大きいほど、該当するキャラクタが、該当する教示情報を肯定的に伝達する傾向にあるこ
とを意味する。
【００３６】
　本実施形態では、意見生成部１０３が、図４（Ａ）および図４（Ｂ）に示したテーブル
を予め記憶しており、当該二つの情報（情報識別率と性格パラメータ）を統合することで
、教示情報を肯定的に伝達するか否かを決定する。なお、第一の実施形態では、両者を乗
算するものとする。図４（Ｃ）は、乗算を行った後の値（以下、意見パラメータ）を表し
たテーブルである。本実施形態では、意見パラメータが１．０以上である場合に、１００
％の確率で教示情報を肯定的に伝達するものとする。また、意見パラメータが１．０未満
である場合、意見パラメータによって表された確率で、教示情報を肯定的に伝達する。例
えば、図示した例の場合、キャラクタＢは、「一時停止標識が存在する」という教示情報
があった場合に、５６％の確率でユーザに対して当該教示情報を肯定的に伝達する。
【００３７】
　このように構成すると、キャラクタごとに、教示情報を積極的に提供するか、そうでな
くするかを制御することができる。例えば、性格パラメータの値を大きくすると、「積極
的に情報提供をするキャラクタ（神経質なキャラクタ）」とすることができ、反対に、性
格パラメータの値を小さくすると、「情報提供に慎重なキャラクタ（楽観的なキャラクタ
）」とすることができる。また、性格パラメータの値を中間に設定することで、バランス
がとれたキャラクタとすることができる。
【００３８】
　すなわち、キャラクタごとに、情報提供に対する姿勢を異ならせることができるため、
偽陽性や偽陰性が発生した場合であっても、キャラクタの個性によるものとユーザが認識
し、システム全体に対する信頼度の低下を抑えることができる。
　なお、「情報を肯定的に伝達しない」とは、教示情報を否定する発話を行う場合と、自
己の意見を表明しない場合の双方を含む。
【００３９】
 <会話パターンについて>
　前述したように、本実施形態に係る情報提供装置は、複数のキャラクタが異なる基準を
用いて教示情報を肯定的に伝達するか否かを決定する。例えば、キャラクタＡが「一時停
止標識を警告する」、キャラクタＢが「一時停止標識を警告する」、キャラクタＣが「何
も発話しない」といったようなパターンが考えられる。
【００４０】
　一方、複数のキャラクタが同じ内容の情報を伝達する場合、発話が単調になってしまう
という問題が発生する。そこで、本実施形態では、発話生成部１０４が、複数の会話パタ
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ーンを定義し、キャラクタごとに異なる内容の発話がなされるような制御を行う。
　図５は、会話パターンを定義したテーブルの例である。前述したように、教示情報は、
「対象物」と「対象物の状態」からなる。本例では、さらに「相槌」と「注意喚起」を加
えた４種類の情報を組み合わせて、３つのキャラクタが行う発話の内容を決定する。
【００４１】
　例えば、パターン２が選択された場合、１番目のキャラクタが対象物を教示し、２番目
と３番目のキャラクタが当該対象物の状態を教示する。また、パターン４が選択された場
合、１番目のキャラクタが対象物の状態を教示し、２番目のキャラクタが相槌を打ち、３
番目のキャラクタが注意喚起を行う。
　なお、ｎ番目のキャラクタとは、「教示情報を肯定的に伝達するキャラクタのうち、ｎ
番目に発話するキャラクタ」を意味する。すなわち、教示情報を肯定的に伝達しないキャ
ラクタが存在する場合、当該キャラクタをスキップして発話を生成する。該当するキャラ
クタについては、教示情報の積極的な伝達を控える。例えば、意見を表明しない（発話し
ない）という動作をしてもよいし、関心がない素振りをさせてもよい。また、他のキャラ
クタが行った発話に対して疑問を投げかけるような発話をしてもよい。
【００４２】
　図６は、教示情報と、図５に例示した会話パターンテーブルとを組み合わせた結果、生
成される発話の内容を例示した図である。
　例えば、前述したパターン２と、「歩行者が多い」という教示情報が組み合わさった場
合、キャラクタＡ，Ｂ，Ｃが、それぞれ、「歩行者がね」「多いね」「多いよね」といっ
た発話を行う。もし、キャラクタＡ，Ｂのみが、教示情報を肯定的に伝達するキャラクタ
であった場合、例えば、「歩行者がね」「多いね」「そうなの？」といった発話としても
よい。
【００４３】
　また、例えば、前述したパターン４と、「道路幅が狭い」という教示情報が組み合わさ
った場合、キャラクタＡ，Ｂ，Ｃが、それぞれ、「道が狭いね」「うん」「注意してね」
といった発話を行う。もし、キャラクタＡ，Ｃのみが、教示情報を肯定的に伝達するキャ
ラクタであった場合、「道が狭いね」「（発話なし）」「うん」といった発話としてもよ
い。
【００４４】
 <処理フローチャート>
　次に、図１に示した各手段が行う処理について、処理フローチャート図である図７を参
照しながら説明する。図７に示した処理は、車両の走行中において周期的に実行される。
　まず、ステップＳ１１で、センサ部１０１が、センサ情報の収集を行う。対象のセンサ
は複数個であってもよい。
　次に、ステップＳ１２で、教示情報生成部１０２が、取得したセンサ情報に基づいて教
示情報を生成する。教示情報は、前述したように、例えば、センサ情報と教示情報が関連
付いたテーブル等を用いて生成してもよいし、機械学習などを用いて生成してもよい。
【００４５】
　次に、ステップＳ１３で、意見生成部１０３が、キャラクタごとの意見を決定する。キ
ャラクタごと意見は、前述したように、情報識別率と性格パラメータを乗算して算出した
値（意見パラメータ）に基づいて決定する。例えば、０以上１．０以下の範囲でランダム
な実数（乱数）を生成し、生成した値よりも意見パラメータが小さい場合に、教示情報を
肯定的に伝達するものとしてもよい。当該処理は、全てのキャラクタについて実行される
。
【００４６】
　次に、ステップＳ１４で、発話生成部１０４が、発話パターンを選択する。なお、発話
パターンは、定義されたパターンの中からランダムに選択してもよいし、絞り込みを行っ
たうえで選択してもよい。例えば、教示情報の特性に応じて、特定のパターンを優先的に
選択、または、除外するようにしてもよい。例えば、図５の例の場合、対象物が信号機で
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ある場合にのみパターン１を選択可能にしてもよい（色に関する情報は、通常、信号機に
関するものであるため）。また、単なる情報の提示を行う場合など、注意喚起が不要な場
合、注意喚起を含まないパターンのみを選択してもよい。また、対象物が静的なものであ
るか（例えば、道幅など変化しないもの）、動的なもの（例えば、歩行者など変化しうる
もの）であるかに応じて、パターンを絞り込んでもよい。
【００４７】
　次に、ステップＳ１５で、発話生成部１０４が、キャラクタごとの発話内容を取得する
。会話パターンと発話は、予め関連付けて記憶されていてもよいし、会話パターンに基づ
いて発話を動的に生成してもよい。
　次に、ステップＳ１６で、情報出力部１０５が、画像および音声を生成して出力するこ
とで、キャラクタに発話させる。また、この際、各キャラクタの動きを生成し、対応する
連続画像を生成することでアニメーションをさせる。動きについては、パターンを予め定
義しておき、発話の内容や教示情報の種類等と一致するパターンを用いてもよい。
【００４８】
　以上説明したように、第一の実施形態に係る情報提供装置は、それぞれ異なる性格パラ
メータを有する複数のキャラクタによって教示情報の伝達を行う。かかる構成によると、
キャラクタごとに情報の教示に対する姿勢を異ならせることができる。すなわち、適合率
や再現率に偏りが生じた場合であっても、キャラクタの特性として認識されやすくなるた
め、システム全体に対する信頼度の低下を防ぐことができる。
　また、複数のキャラクタが異なる内容の発話を行うため、新鮮味があり、かつ、テンポ
のよい情報伝達をすることができる。
【００４９】
（第二の実施形態）
　第一の実施形態では、図４（Ａ）に示したような、教示情報の精度に関する情報を予め
記憶しておき利用した。しかし、実際の道路環境においては、教示情報の精度は状況によ
って変動し、一定ではない。第二の実施形態は、これに対応するため、教示情報に対する
信頼度を都度取得する実施形態である。
【００５０】
　第二の実施形態では、教示情報生成部１０２が一つ以上の識別器を有しており、複数の
センサ情報を入力として事象の識別と教示情報の生成を行う。識別器は、複数の単クラス
識別器であってもよいし、多クラス識別器であってもよい。また、複数の識別器が出力し
た結果を統合して教示情報を生成してもよい。
　本実施形態では、識別器が、識別結果とともに尤度（確度）を出力して意見生成部１０
３に送信する。そして、意見生成部１０３が、取得した尤度と、性格パラメータに基づい
て意見パラメータを生成する。すなわち、第一の実施形態における情報識別率のかわりに
、識別器から取得した尤度を用いる。
【００５１】
　第二の実施形態によると、状況に応じて変動する尤度を用いて意見パラメータを生成す
ることができるため、より精度の高い情報提供を行うことができる。
【００５２】
（変形例）
　上記の実施形態はあくまでも一例であって、本発明はその要旨を逸脱しない範囲内で適
宜変更して実施しうる。
【００５３】
　例えば、実施形態の説明では、画面にキャラクタを表示させたが、キャラクタはコミュ
ニケーションロボットなどの物理的なデバイスであってもよい。例えば、スピーカ等の音
声出力手段や、アクチュエータ等の可動部位を有し、ユーザとのインタフェースを担うロ
ボットなどを利用してもよい。
【００５４】
　また、実施形態の説明では、キャラクタごとに性格パラメータを定義したが、性格パラ
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メータは必ずしも必須ではない。例えば、性格パラメータ以外の基準を用いて意見パラメ
ータを生成する（すなわち、性格パラメータ以外の基準を用いて、教示情報を肯定的に伝
達するか否かを決定する）ようにしてもよい。また、意見パラメータを生成する際は、図
４に図示した方法以外を用いてもよい。
【００５５】
　また、実施形態の説明では、会話パターンテーブルを設け、複数の会話パターンの中か
ら使用するパターンを選択したが、会話パターンの選択は必須ではない。例えば、特定の
パターンに固定してもよいし、テーブル以外を用いて、各キャラクタの発話内容をその都
度決定するようにしてもよい。また、この場合、発話の内容が被らないように調整しても
よい。
【００５６】
　また、実施形態の説明では、車両の状態や車両周辺の環境に関する情報を提供する例を
挙げたが、これ以外の情報を提供してもよい。例えば、運転者の生体情報をセンシングし
た結果に基づいて、安全運転のためのアドバイス等を行ってもよい。
【符号の説明】
【００５７】
　１００・・・情報提供装置
　１０１・・・センサ部
　１０２・・・教示情報生成部
　１０３・・・意見生成部
　１０４・・・発話生成部
　１０５・・・情報出力部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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